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(57)【要約】
【課題】携帯電話機のような小型の機器において、任意
の位置の画像の補正を実行できる画像表示装置の提供を
目的とする。
【解決手段】画像表示装置にタッチパッドを備え、タッ
チパッドと、画像を表示する領域とを対応させ、タッチ
パッドで検出した位置から画像を２次元並列状に区分し
てなる１以上の領域を特定し、特定した１以上の領域に
表示される画像の輝度を変更する。また、画像表示装置
は、タッチパッドでユーザがなぞった位置、２回のなぞ
り、速度などに応じて特定される領域を変化させる。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザからの入力位置を検出するタッチパッドと、
　画像表示領域に画像を表示するディスプレイと、
　前記入力位置に基づいて、前記画像表示領域を区分してなる複数の領域のうち１以上の
領域を特定し、特定した１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更する変更手段と
を備える
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記タッチパッドは、２軸により構成される２次元の第１座標系を有し、前記入力位置
は、当該第１座標系における座標値を示し、
　前記画像表示領域は、２軸により構成される２次元の第２座標系を有し、
　前記変更手段は、前記第１座標系から前記第２座標系への所定変換により、前記座標値
に基づいて前記１以上の領域を特定する
　ことを特徴とする請求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記タッチパッドと、前記画像表示領域とは、ともに矩形であり、
　前記複数の領域は、前記画像表示領域を２次元配列状に区分してなる矩形領域のことで
あり、
　前記第１座標系は、前記タッチパッドの一辺を第１Ｘ軸とし、当該第１Ｘ軸に直交する
他の一辺を第１Ｙ軸とする座標系であり、
　前記第２座標系は、前記画像表示領域の一辺を第２Ｘ軸とし、当該第２Ｘ軸に直交する
他の一辺を第２Ｙ軸とする座標系であり、
　前記変更手段は、前記第１Ｘ軸と前記第２Ｘ軸とを対応させ、前記第１Ｙ軸と前記第２
Ｙ軸とを対応させ、前記第１Ｘ軸と前記第２Ｘ軸とは互いに平行であり、前記第1座標系
と前記第2座標系とを所定の比率で対応させた場合に、前記第１座標系における前記入力
位置を、前記所定の比率に基づいて、前記第２座標系における位置に変換し、変換して得
られた位置に基づいて前記１以上の矩形領域を特定し、特定した１以上の矩形領域に表示
されている画像の輝度を変更し、
　前記ディスプレイは、前記第２座標系に基づいて画像を表示する
　ことを特徴とする請求項２記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記タッチパッドの検出面は、2次元配列状に配された複数のキー群の表面のことであ
り、
　前記画像表示装置は、更に、他の機器と通信を実行する通信手段を備え、
　前記キー群は、通信先電話番号を入力するためのテンキーを含み、
　前記画像表示領域の前記２次元配列された複数の矩形領域それぞれは前記キーそれぞれ
に１対１で対応し、
　前記変更手段は、前記入力位置に基づいて１以上のキーを特定し、特定した前記１以上
のキーに対応する１以上の矩形領域の画像の輝度を変更する
　ことを特徴とする請求項２又は３記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記画像表示装置は、更に、
　前記入力位置に基づいて、ユーザが前記タッチパッドに接してから離すまでにユーザの
接触位置が通過した経路を検出する検出手段を備え、
　前記変更手段は、前記経路に基づいて１以上の領域を特定し、特定した１以上の領域に
表示されている画像の輝度を変更する
　ことを特徴とする請求項２記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記経路において、ユーザが前記タッチパッドに接触した点を始点とし、前記タッチパ
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ッドから離した点を終点とした場合に、
　前記変更手段は、前記検出手段が前記タッチパッドに対する第１の入力により検出した
第１経路の位置と、当該第１の入力に続く第２の入力に基づいて前記検出手段が検出した
第２経路の位置とが略同一であって、前記第１経路の始点が前記第２経路の終点に略一致
し、前記第１経路の終点と前記第２経路の始点とが略一致する場合に、前記第１経路に基
づいて１以上の領域を特定し、特定した１以上の領域に表示されている画像の輝度を前記
第１の入力に対して実行した輝度の変更とは逆に変更する
　ことを特徴とする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記経路において、ユーザが前記タッチパッドに接触した点を始点とし、前記タッチパ
ッドから離した点を終点とした場合に、
　前記１以上の領域は、前記始点と前記終点とを結ぶ線分に基づいて特定される１以上の
領域である
　ことを特徴とする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記１以上の領域は、前記線分の始点から終点方向への延長上の座標に基づいて特定さ
れる領域を含む
　ことを特徴とする請求項７記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記１以上の領域は、前記経路の始点と終点とが略一致し、且つ、当該始点又は終点以
外の点を通過する場合に、前記経路により形成される領域に基づいて特定される領域のこ
とである
　ことを特徴とする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記１以上の領域は、前記経路の始点と終点とが略一致し、且つ、当該始点又は終点以
外の点を通過しない場合に、前記始点を含む所定の領域に基づいて特定される領域のこと
である
　ことを特徴とする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記変更手段は、前記検出手段が第１経路を検出した後で、所定時間内に第２経路を検
出した場合に、前記第１経路と前記第２経路とに基づいて、前記１以上の領域を特定し、
特定した１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更する
　ことを特徴とする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記変更手段は、前記第１経路と前記第２経路とが交差するときに、前記第１経路と前
記第２経路の交点と、それぞれの終点とを頂点とする平行四辺形の領域に基づいて特定さ
れる１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更する
　ことを特徴とする請求項１１記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　前記変更手段は、前記検出手段が第１経路を検出した後で、所定時間内に第２経路を検
出し、前記第１経路の位置と、前記第２経路の位置とが略同一である場合に、前記第２経
路を検出した際に実行する輝度の変更として、前記第１経路に基づいて特定される１以上
の領域の画像の輝度を変更する
　ことを特徴とする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項１４】
　前記検出手段は、前記入力位置に基づいて形成される経路の始点を検出した時刻と、終
点を検出した時刻と、前記経路の長さに基づいて、ユーザが当該経路をなぞった速度も検
出し、
　前記変更手段は、前記入力位置と前記なぞった速度に応じて、前記１以上の領域を特定
し、当該１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更する
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　ことを特徴とする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項１５】
　前記変更手段は、前記なぞった速度が遅いほど、前記経路に基づいて特定され輝度を変
更する範囲が広がるように前記１以上の領域を特定し、特定した１以上の領域に表示され
ている画像の輝度を変更する
　ことを特徴とする請求項１４記載の画像表示装置。
【請求項１６】
　前記変更手段は、前記なぞった速度が遅いほど、前記経路を中心として、当該経路の始
点側から終点側に向けて輝度を変更する範囲が扇状に広がるように前記１以上の領域を特
定し、当該１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更する
　ことを特徴とする請求項１５記載の画像表示装置。
【請求項１７】
　前記変更手段は、前記経路により特定される１以上の領域に表示されている画像の輝度
を予め定められた値分だけ変更する
　ことを特徴とする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項１８】
　前記変更手段は、前記経路の始点側が明るく、終点側が暗くなるように輝度を変更する
　ことを特徴とする請求項５記載の画像表示装置。
【請求項１９】
　タッチパッドと画像表示領域に画像を表示するディスプレイとを備える画像表示装置の
コンピュータに読み込まれ、画像の輝度を変更するための処理手順を示した画像変更プロ
グラムであって、前記処理手順は、
　前記タッチパッドが、ユーザからの入力位置を検出する検出ステップと、
　前記入力位置に基づいて、前記画像表示領域を区分してなる複数の領域のうち１以上の
領域を特定し、特定した１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更する変更ステッ
プとを含む
　ことを特徴とする画像変更プログラム。
【請求項２０】
　ユーザからの入力位置を検出するタッチパッドから当該入力位置を取得する取得手段と
、
　前記入力位置に基づいて、ディスプレイにおける画像を表示する画像表示領域を区分し
てなる複数の領域のうち１以上の領域を特定し、特定した１以上の領域に表示されている
画像の輝度を変更するための制御を行う制御手段とを備える
　ことを特徴とする画像変更制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置に関し、特に、画像の補正に係る。
【背景技術】
【０００２】
　画像の補正対象部分の選択手法としては、様々な手法が考案、実行されている。
　携帯電話機における画像の補正の方法としては、表示されている画像全体に対して、そ
の画像全体の輝度を均一に変更する補正を行うことができる。
　また、特許文献１には、画像の中で、人の顔を検出し、検出した顔部分を補正する技術
が開示されている。
【特許文献１】特開２００６－１９５６５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、携帯電話機のような小型の機器において、画像を補正するに当たり、ユーザ



(5) JP 2008-250804 A 2008.10.16

10

20

30

40

50

が、任意の箇所を補正したいという要望がある。
　そこで、本発明においては、ユーザの所望する任意の箇所の画像部分を簡便に指定し、
様々な補正を実行できる画像表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するため、本発明に係る画像表示装置は、ユーザからの入力位置を検出
するタッチパッドと、画像表示領域に画像を表示するディスプレイと、前記入力位置に基
づいて、前記画像表示領域を区分してなる複数の領域のうち１以上の領域を特定し、特定
した１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更する変更手段とを備えることを特徴
としている。
【０００５】
　また、本発明に係る画像補正装置は、ユーザからの入力位置を検出するタッチパッドか
ら当該入力位置を取得する取得手段と、前記入力位置に基づいて、ディスプレイにおける
画像を表示する画像表示領域を区分してなる複数の領域のうち１以上の領域を特定し、特
定した１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更するための制御を行う制御手段と
を備えることを特徴としている。
【０００６】
　ここで、輝度を変更するとは、画像の画素の輝度値を変更することをいう。
【発明の効果】
【０００７】
　上述のような構成によって、画像表示装置あるいは画像変更制御装置は、輝度を変更す
るために、１以上の領域を特定して、特定した１以上の領域に表示されている画像の輝度
を変更することができる。これによりユーザは、ユーザの所望する任意の位置の画像部分
の輝度を変更することができるようになる。
　また、前記タッチパッドは、２軸により構成される２次元の第１座標系を有し、前記入
力位置は、当該第１座標系における座標値を示し、前記画像表示領域は、２軸により構成
される２次元の第２座標系を有し、前記変更手段は、前記第１座標系から前記第２座標系
への所定変換により、前記座標値に基づいて前記１以上の領域を特定することとしてよい
。
【０００８】
　これにより画像表示装置は、入力位置の座標値から座標変換を行って１以上の領域を特
定することが可能となる。例えば、画像表示装置は、第１座標系の座標値から対応する第
２座標系の座標値を求めて当該座標値が含まれる１以上の領域を特定したり、第１座標系
の座標値からその座標値が含まれる領域を特定し、特定した領域が対応する第２座標系の
領域を特定したりすることができる。
【０００９】
　また、前記タッチパッドと、前記画像表示領域とは、ともに矩形であり、前記複数の領
域は、前記画像表示領域を２次元配列状に区分してなる矩形領域のことであり、前記第１
座標系は、前記タッチパッドの一辺を第１Ｘ軸とし、当該第１Ｘ軸に直交する他の一辺を
第１Ｙ軸とする座標系であり、前記第２座標系は、前記画像表示領域の一辺を第２Ｘ軸と
し、当該第２Ｘ軸に直交する他の一辺を第２Ｙ軸とする座標系であり、前記変更手段は、
前記第１Ｘ軸と前記第２Ｘ軸とを対応させ、前記第１Ｙ軸と前記第２Ｙ軸とを対応させ、
前記第１Ｘ軸と前記第２Ｘ軸とは互いに平行であり、前記第1座標系と前記第2座標系とを
所定の比率で対応させた場合に、前記第１座標系における前記入力位置を、前記所定の比
率に基づいて、前記第２座標系における位置に変換し、変換して得られた位置に基づいて
前記１以上の矩形領域を特定し、特定した１以上の矩形領域に表示されている画像の輝度
を変更し、前記ディスプレイは、前記第２座標系に基づいて画像を表示することとしてよ
い。
【００１０】
　これにより、タッチパッドと、画像が表示される画像表示領域との座標系が対応するの
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で、画像をみて補正したい箇所をユーザが判断し、そして、タッチパッドにおいて、対応
するとユーザが想像する箇所をなぞることにより、画像の輝度の変更を行える。即ち、ユ
ーザにとって補正したい箇所の指定が容易になる。
　また、前記タッチパッドの検出面は、2次元配列状に配された複数のキー群の表面のこ
とであり、前記画像表示装置は、更に、他の機器と通信を実行する通信手段を備え、前記
キー群は、通信先電話番号を入力するためのテンキーを含み、前記画像表示領域の前記２
次元配列された複数の矩形領域それぞれは前記キーそれぞれに１対１で対応し、前記変更
手段は、前記入力位置に基づいて１以上のキーを特定し、特定した前記１以上のキーに対
応する１以上の矩形領域の画像の輝度を変更することとしてよい。
【００１１】
　これにより、画像表示装置は、テンキーを含むキー群がタッチパッドを兼ねるので、タ
ッチパッドとキー群を併設するのにスペース上困難な小型の機器、例えば携帯電話機など
においても画像の補正が容易になる。例えば、携帯電話機において、ＴＶ電話を行ってい
て、ユーザが画面に移っている相手画像が暗くて顔がよく認識できないなどと判断した場
合に、ユーザは、テンキー部分のおおよそ顔と対応すると思われる辺りをなぞり、携帯電
話機はなぞった箇所から補正を行う画像部分を特定し、特定した画像部分の画像の輝度を
上げて、相手の顔を認識できるように、表示することができるようになる。
【００１２】
　また、前記画像表示装置は、更に、前記入力位置に基づいて、ユーザが前記タッチパッ
ドに接してから離すまでにユーザの接触位置が通過した経路を検出する検出手段を備え、
前記変更手段は、前記経路に基づいて１以上の領域を特定し、特定した１以上の領域に表
示されている画像の輝度を変更することとしてよい。
　これにより、画像表示装置は、ユーザのなぞった経路を検出し、検出した経路に基づい
て、１以上の領域を特定して画像の輝度を変更することができるようになる。
【００１３】
　また、前記経路において、ユーザが前記タッチパッドに接触した点を始点とし、前記タ
ッチパッドから離した点を終点とした場合に、前記変更手段は、前記検出手段が前記タッ
チパッドに対する第１の入力により検出した第１経路の位置と、当該第１の入力に続く第
２の入力に基づいて前記検出手段が検出した第２経路の位置とが略同一であって、前記第
１経路の始点が前記第２経路の終点に略一致し、前記第１経路の終点と前記第２経路の始
点とが略一致する場合に、前記第１経路に基づいて１以上の領域を特定し、特定した１以
上の領域に表示されている画像の輝度を前記第１の入力に対して実行した輝度の変更とは
逆に変更することとしてよい。
【００１４】
　ここで「第１の入力に対して実行した輝度の変更とは逆に変更する」とは、第１の入力
に基づいて実行した輝度の変更が輝度を上げることであった場合に、輝度を下げることを
いい、第１の入力に基づいて実行した輝度の変更が輝度を下げることであった場合に、輝
度を上げることをいう。
　これにより、画像表示装置は、一度輝度を上げた後に、ユーザが同じ箇所を逆方向にタ
ッチパッドをなぞれば、輝度を下げるといった補正ができる。これにより、特に画像を明
るくするのか、あるいは暗くするのかを指定せずとも、画像を明るくする場合と暗くする
場合の２通りの補正が可能となる。
【００１５】
　また、前記経路において、ユーザが前記タッチパッドに接触した点を始点とし、前記タ
ッチパッドから離した点を終点とした場合に、前記１以上の領域は、前記始点と前記終点
とを結ぶ線分に基づいて特定される１以上の領域であることとしてよい。
　これにより、画像表示装置は、入力された始点と終点から線分を特定し、線分に対応す
る画像の輝度を変更できる。ユーザのなぞる軌跡は、なるべく直線になるようになぞりた
いとユーザが思っても、必ず直線になるわけではないので、これにより直線状の線分に対
応する画像部分の輝度を上げることができる。
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【００１６】
　また、前記１以上の領域は、前記線分の始点から終点方向への延長上の座標に基づいて
特定される領域を含むこととしてよい。
　これにより、画像表示装置は、線分だけでなく、その延長上の画像の輝度をユーザがそ
の位置を指定せずとも変更することができる。
　また、前記１以上の領域は、前記経路の始点と終点とが略一致し、且つ、当該始点又は
終点以外の点を通過する場合に、前記経路により形成される領域に基づいて特定される領
域のことであることとしてよい。
【００１７】
　これにより、画像表示装置は、ユーザがなぞった経路に基づいて、その経路が閉じる、
即ち、始点と終点が一致する場合には、その経路により形成される領域内部の輝度を変更
することができる。例えば、ユーザがなぞった経路が円状ならば、円状に、方形状になる
ようになぞったならば方形状に画像の輝度を変更することができる。
　また、前記１以上の領域は、前記経路の始点と終点とが略一致し、且つ、当該始点又は
終点以外の点を通過しない場合に、前記始点を含む所定の領域に基づいて特定される領域
のことであることとしてよい。
【００１８】
　これにより、画像表示装置は、タッチパッドの１点へのユーザからの入力を受けて、そ
の点を含む領域、例えば円形あるいは方形といった形状に画像の輝度を上げることができ
る。
　また、前記変更手段は、前記検出手段が第１経路を検出した後で、所定時間内に第２経
路を検出した場合に、前記第１経路と前記第２経路とに基づいて、前記１以上の領域を特
定し、特定した１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更することとしてよい。
【００１９】
　これにより、画像表示装置は、なぞった箇所だけでなく、２回目のなぞりが所定時間内
で、始点が一致する場合には、輝度を上げる範囲を広げることができる。よって、ユーザ
は２回のなぞりでという簡単な操作で画像の輝度を変更する範囲を広げることができる。
　また、前記変更手段は、前記第１経路と前記第２経路とが交差するときに、前記第１経
路と前記第２経路の交点と、それぞれの終点とを頂点とする平行四辺形の領域に基づいて
特定される１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更することとしてよい。
【００２０】
　これにより、画像表示装置は、２回のなぞりで形成される平行四辺形を構成し、その平
行四辺形に対応する画像部分の輝度を変更することができる。
　また、前記変更手段は、前記検出手段が第１経路を検出した後で、所定時間内に第２経
路を検出し、前記第１経路の位置と、前記第２経路の位置とが略同一である場合に、前記
第２経路を検出した際に実行する輝度の変更として、前記第１経路に基づいて特定される
１以上の領域の画像の輝度を変更することとしてよい。
【００２１】
　これにより、画像表示装置は、２回目のなぞりが１回目のなぞりと完全に一致せずとも
同じ箇所に対して更に画像の輝度を上げることができる。
　また、前記検出手段は、前記入力位置に基づいて形成される経路の始点を検出した時刻
と、終点を検出した時刻と、前記経路の長さに基づいて、ユーザが当該経路をなぞった速
度も検出し、前記変更手段は、前記入力位置と前記なぞった速度に応じて、前記１以上の
領域を特定し、当該１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更することとしてよい
。
【００２２】
　これにより、画像表示装置は、ユーザがなぞりにかかった時間と、検出した距離から、
なぞった速度を算出することができ、その速度に応じて画像の輝度の変更の手法を変更す
ることができる。例えば、なぞった速度が遅ければ、補正する画像の範囲を広く取り、な
ぞった速度が早ければ、補正する画像の範囲を狭くとるなど、ユーザの簡単な操作に基づ
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いて更に、多種多様な補正方法を実現できる。
【００２３】
　また、前記変更手段は、前記なぞった速度が遅いほど、前記経路に基づいて特定され輝
度を変更する範囲が広がるように前記１以上の領域を特定し、特定した１以上の領域に表
示されている画像の輝度を変更することとしてよい。
　これにより、画像表示装置は、なぞった速さが遅くなればなるほどなぞった経路を中心
として補正する範囲を広く取って、画像の輝度を変更することができる。
【００２４】
　また、前記変更手段は、前記なぞった速度が遅いほど、前記経路を中心として、当該経
路の始点側から終点側に向けて輝度を変更する範囲が扇状に広がるように前記１以上の領
域を特定し、当該１以上の領域に表示されている画像の輝度を変更することとしてよい。
　これにより、画像表示装置は、なぞった速さが遅くなればなるほどなぞった経路の終点
側が広くなるように補正範囲を扇状に広げて、画像の輝度を変更することができる。
【００２５】
　また、前記変更手段は、前記経路により特定される１以上の領域に表示されている画像
の輝度を予め定められた値分だけ変更することとしてよい。
　これにより、画像表示装置は、特定した位置に対応する箇所の補正を、変更する輝度値
を均一にして特定された画像の輝度を変更することができる。
　また、前記変更手段は、前記経路の始点側が明るく、終点側が暗くなるように輝度を変
更することとしてよい。
【００２６】
　これにより、画像表示装置は、ユーザがタッチパッドをなぞった箇所の始点から終点に
向かって光がさすかのように、始点側が明るく、即ち輝度を上げる度合いを強め、終点側
が暗く、即ち輝度を下げるように画像の輝度を変更することができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の一実施形態である携帯電話機について図面を用いて説明する。
＜実施の形態＞
＜構成＞
　本発明に係る携帯電話機１００は、テンキー群の表面がタッチパッドの検出面としても
機能するスムースタッチ機能を有する携帯電話機である。本発明は、当該タッチパッドを
用いた画像の補正に係る。
【００２８】
　図１は携帯電話機１００の機能構成を示した機能ブロック図である。図１に示すように
、通信部１１０と、表示部１２０と、音声処理部１３０と、操作部１４０と、記憶部１５
０と、制御部１６０とを含んで構成される。
　通信部１１０は、アンテナ１１１から受け取った受信信号を受話音声信号及び受信デー
タ信号に復調し、復調した受話音声信号や、受信データ信号を制御部１６０に出力する機
能を有する。また、通信部１１０は、音声処理部１３０でＡ／Ｄ変換された送話音声信号
、及び制御部１６０から与えられる電子メールなどの送信データ信号を変調し、通信用ア
ンテナ１１１から出力する機能を有する。
【００２９】
　表示部１２０は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）などによって実現されるディスプ
レイを含み、制御部１６０の指示による画像をディスプレイに表示する機能を有する。
　音声処理部１３０は、通信部１１０から出力された受話音声信号をＤ／Ａ変換してスピ
ーカ１３２に出力する機能と、マイク１３１から取得した送話音声信号をＡ／Ｄ変換し、
変換された信号を制御部１６０に出力する機能を有する。
【００３０】
　操作部１４０は、テンキー群、オンフックキー、オフフックキー、方向キー、決定キー
、メールキーなどを含み、ユーザの操作を受け付け、受け付けた操作内容を制御部１６０
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に出力する機能を有する。また、操作部１４０は、タッチパッド１４１を含み、タッチパ
ッド１４１は、ユーザからの接触を検知して、検知した接触位置であるタッチパッド１４
１における座標を検出し、検出した座標を制御部１６０に出力する機能を有する。なお、
タッチパッド１４１の検出面は、テンキー群の表面に対応付けられている。また、タッチ
パッド１４１の検出の手法としては、従来からあるタッチパッドに準拠するものとして細
かい動作については説明を省略する。
【００３１】
　記憶部１５０は、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）を含
んで構成され、小型ハードディスクや不揮発性メモリなどによって実現される。記憶部１
５０は、携帯電話機１００の動作上必要な各種データやプログラムの他、音楽データや画
像データなどを記憶する機能を有する。また、記憶部１５０は、座標キー対応表１５１と
、キー領域対応表１５２とを記憶している。座標キー対応表１５１は、操作部１４０の各
キーがタッチパッドのどの座標範囲に対応しているかを示す表であり、キー領域対応表１
５２は、テンキーが、画像表示領域１２１のどの矩形領域に対応するかを示す表である。
座標キー対応表１５１とキー領域対応表１５２の詳細は後述する。
【００３２】
　制御部１６０は、携帯電話機１００の各部を制御する機能を有する。制御部１６０は、
矩形領域を対象とする補正であるか、矩形領域を対象としない補正であるかを予め設定さ
れている設定情報に基づいて判断し、当該判断に基づいて、タッチパッド１４１の座標に
対応する矩形領域もしくは、補正箇所を特定し、特定した箇所に対応する画像部分の補正
を実行し、補正後の画像を表示部１２０に表示させる機能を有する。
【００３３】
　具体的には、矩形領域を対象とした補正の場合に、制御部１６０は、操作部１４０のタ
ッチパッド１４１が検出した座標から、座標キー対応表１５１と、キー領域対応表１５２
に基づいて対応する矩形領域を検出する機能を有する。そして、検出した矩形領域に対応
する画像部分の輝度を上げる、もしくは下げる機能を有する。そして補正後の画像を表示
部１２０の画像表示領域１２１に表示させる機能を有する。ここで、輝度を上げる、ある
いは輝度を下げるとは、画素の輝度値を変更することである。
【００３４】
　また、制御部１６０は、矩形領域を指定しない補正である場合に、タッチパッド１４１
で検出された座標に基づいて、その座標を表示部１２０の画像表示領域１２１の座標に変
換する機能を有する。そして変換された座標位置に表示している画像の画像部分の輝度を
上げる、もしくは下げる機能を有する。そして補正後の画像を表示部１２０の画像表示領
域１２１に表示させる機能を有する。
【００３５】
　また、制御部１６０は、タッチパッド１４１へのユーザの操作の内容を判別して、当該
判別に対応した補正を実行する機能を有する。ユーザの操作と補正方法の判別の詳細につ
いては後述する。
　図２は、携帯電話機１００の外観図である。図２に示すように、携帯電話機１００のデ
ィスプレイは、太枠で示した画像表示領域１２１を含み、ここに画像が表示される。画像
表示領域１２１は、図２に示すように、１２個の矩形領域に区分されている。また、画像
表示領域１２１は、４８０×７２０という座標系を有し、当該座標系は、画像表示領域１
２１の左下の頂点を原点とする座標系となっている。区分されている矩形領域はそれぞれ
、図に示すように番号をふられており、各対応が記憶部１５０に記憶されている。なお、
画像表示領域１２１に示した番号と点線はそれぞれ、矩形領域を示すために記載したもの
であって、実際に表示される画像ではない。
【００３６】
　また、テンキー群は、図２に示すように、隙間なく設けられ、その表面が一面の板状に
なるように構成されており、各キー群の表面は、同時にタッチパッド１４１の検出面とし
て機能する。タッチパッド１４１は、画像表示領域１２１と同様に４８０×７２０という
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縮尺の座標系を有している。当該座標系は、タッチパッド１４１の４つの頂点のうち、左
下の頂点を原点とする座標系である。
【００３７】
　タッチパッド１４１と、画像表示領域１２１の実際の縮尺が異なっていたとしても、タ
ッチパッド１４１の座標系と、画像表示領域１２１との座標系は、対応するようになって
おり、タッチパッド１４１において検出されたユーザの指が接触した位置と画像表示領域
１２１で表示される画像の補正位置は略対応する。これにより、ユーザは、画像表示領域
１２１に表示される画像の補正したい部分をタッチパッド１４１への接触を以って容易に
指定することができる。
＜データ＞
　ここから、記憶部１５０に記憶されている座標キー対応表１５１とキー領域対応表１５
２について説明する。
【００３８】
　座標キー対応表１５１は、制御部１６０がタッチパッド１４１で検出される接触位置か
ら、キーを特定するために用いる情報であり、キーとそのキーが対応する座標とを示した
表である。図３は座標キー対応表１５１の構成例である。
　図３に示すように、座標キー対応表１５１は、Ｘ座標領域欄３０１と、Ｙ座標領域欄３
０２と、キー欄３０３とが対応付けられて構成される。
【００３９】
　Ｘ座標領域欄３０１には、タッチパッド１４１の座標系で示されるＸ座標の範囲の情報
が保持されている。
　Ｙ座標領域欄３０２には、タッチパッド１４１の座標系で示されるＹ座標の範囲の情報
が保持されている。
　そして、キー欄３０３には、Ｘ座標領域とＹ座標領域により形成される矩形領域に対応
して定められているキーの情報が保持されている。
【００４０】
　例えば、Ｘ座標の座標が、１６０～３１９で、Ｙ座標の座標が０～１７９の領域は、キ
ー「０」に対応しており、例えばタッチパッド１４１が検出した座標が（１７２、２２）
であった場合には、キー「０」が当該座標に対応するキーとして制御部１６０により特定
される。
　この座標キー対応表１５１により制御部１６０は、タッチパッド１４１で検出されたユ
ーザの接触位置から、対応するキーを特定できる。
【００４１】
　次にキー領域対応表１５２について説明する。
　図４は、キー領域対応表１５２の構成例を示した図である。図４に示すように、キー領
域対応表１５２は、キー欄４０１と、対応矩形領域欄４０２とを含んで構成される。
　キー欄４０１には、制御部１６０により特定されたキーを示す情報が保持されている。
　対応矩形領域欄４０２には、各キーに対応する矩形領域を示す情報が保持されている。
【００４２】
　例えば、キー領域対応表１５２によれば、キー「３」は、画像表示領域１２１の座標系
で、Ｘ座標が３２０～４７９で、Ｙ座標が５４０～７１９である矩形領域「３」に対応し
ている。例えば、制御部１６０によりタッチパッド１４１で検出した座標に対応するキー
としてキー「♯」が特定されていた場合には、対応する矩形領域として矩形領域「１２」
が特定される。
【００４３】
　このキー領域対応表１５２により、制御部１６０は、座標キー対応表１５１に基づいて
検出されたキーから、対応する画像表示領域１２１の矩形領域を特定できる。ここで、座
標キー対応表１５１と、キー領域対応表１５２の二つの表を設けるのは、画像表示領域１
２１の座標系における縮尺と、タッチパッド１４１の座標系における縮尺とが異なる場合
を考慮してのことである。
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＜動作＞
　ここから、携帯電話機１００の補正の方法に係る動作について説明する。
＜補正方法１＞
　まず、矩形領域を対象とする補正の場合の携帯電話機１００の動作を図５、及び、図６
のフローチャートに基づいて具体例を示しながら説明する。
【００４４】
　携帯電話機１００の制御部１６０は、表示部１２０に画像を表示させている（ステップ
Ｓ５０１）。
　制御部１６０は、ユーザからの操作部１４０に対する入力、例えばメニュー入力などに
より、当該メニュー入力に基づいて、矩形領域を対象とする補正を実行すること示す情報
を記憶部１５０に設定する（ステップＳ５０３）。
【００４５】
　タッチパッド１４１はユーザからの入力から座標位置を検出し、制御部１６０は、座標
キー対応表１５１を参照して、当該座標位置のＸ座標がＸ座標領域欄のいずれにあたり、
Ｙ座標がＹ座標領域欄のいずれにあたるかを検出して、複数のキーを特定する（ステップ
Ｓ５０５）。
　制御部１６０は、特定した複数のキーから、その複数のキーそれぞれが、キー領域対応
表１５２のキー欄４０１のいずれに該当するかに基づいて、複数の矩形領域を特定する（
ステップＳ５０７）。
【００４６】
　そして、制御部１６０は、画像表示領域１２１に表示する画像のなかで、特定した矩形
領域に対応する画像部分の輝度をあげる補正を実行する（ステップＳ５０９）。一度の補
正で、輝度をあげる階調は予め定められていることとする。
　そして、制御部１６０は、補正した後の画像を表示部１２０の画像表示領域１２１に表
示させる。
【００４７】
　そして更なる補正を実行する場合の補正に関する動作を図６に示したフローチャートに
基づいて説明する。図６は、１度補正を実行した後の２回目以降の補正における携帯電話
機１００の動作を示したフローチャートである。
　図６に示すように、操作部１４０のタッチパッド１４１でユーザからの入力を検出する
（ステップＳ６０１）。
【００４８】
　制御部１６０は、タッチパッド１４１が検出した座標位置から、座標キー対応表１５１
に基づいて、ユーザがなぞった経路上のキーを特定し、特定したキーに基づいてキー領域
対応表１５２に基づいて、対応する画像表示領域１２１の矩形領域を特定する（ステップ
Ｓ６０３）。
　次に、制御部１６０は、ユーザの入力が、前回の補正から所定時間内の入力（例えば５
秒）であるかを検出する（ステップＳ６０５）。これは、補正を行った時間を記憶してお
き、ユーザからの入力を受け付けた時間との差をとり、予め定められた所定時間の閾値と
比較することで検出する。
【００４９】
　ユーザの入力が前回の補正からの所定時間内の入力である場合に（ステップＳ６０５の
ＹＥＳ）、制御部１６０は、特定した画像表示領域１２１の複数の矩形領域が、前回補正
した複数の矩形領域と同一であるかどうかを判定する（ステップＳ６０７）。これは、補
正を実行した場合に補正の対象にした矩形領域を記憶しておき、新たに特定された矩形領
域と比較して、同一であるかどうかを判定する。
【００５０】
　制御部１６０が特定した矩形領域が前回補正した矩形領域と同一である場合に（ステッ
プＳ６０７のＹＥＳ）、なぞり方向が前回と逆方向であるかどうかを検出する（ステップ
Ｓ６０９）。なぞり方向とは、ユーザがタッチパッド１４１に指を接触させ、離すまでに
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なぞった経路の始点から終点に向かう方向をいう。これは、タッチパッド１４１で検出さ
れる座標の時間順によりポイントした位置から特定される矩形領域の順序が前回と同じ順
序か、逆の順序であるかどうかに基づいて検出する。
【００５１】
　制御部１６０が、なぞり方向が逆方向であると検出した場合に（ステップＳ６０９のＹ
ＥＳ）、制御部１６０は、特定した矩形領域に対応する画像部分の輝度を下げる補正を実
行する（ステップＳ６１１）。
　ステップＳ６０５において、制御部１６０がユーザからの入力が前回の補正から所定時
間内でないと検出した場合（ステップＳ６０５のＮＯ）、ステップＳ６０７において、制
御部１６０が特定した矩形領域が前回補正した同じ矩形領域でないと検出した場合（ステ
ップＳ６０７のＮＯ）、ステップＳ６０９において、制御部１６０がなぞり方向が前回と
同じ方向であると判定した場合（ステップＳ６０９のＮＯ）には、制御部１６０は、特定
した矩形領域に対応する画像部分の輝度を上げる補正を実行する。
【００５２】
　そして制御部１６０は、補正後の画像を表示部１２０の画像表示領域１２１に表示させ
る。
　以上が、矩形領域を対象とした補正を実行する場合の携帯電話機１００の動作である。
　では、図５及び図６に示した動作により行われる補正の具体例を図面を用いて説明する
。
【００５３】
　図７は、矩形領域を対象とした補正の具体例を示している。図７は、指定した矩形領域
の輝度をあげることを示した図である。（ａ）は補正前の画像であり、（ｂ）はユーザの
なぞった経路を示す図であり、（ｃ）は補正後の画像である。
　図７（ａ）に示すような、画像が画像表示領域１２１に表示されているとする。そして
、この画像に対して、ユーザが補正を実行したいと思い、図７（ｂ）の矢印で示されるよ
うにタッチパッド１４１をなぞったとする。なお、図７（ｂ）の矢印に示した点は、実際
にタッチパッド１４１が検出する座標の一部をプロットしたものであり、これらの点を結
線することで、ユーザがタッチパッド１４１をなぞった箇所として、図７（ｂ）の矢印に
示すような経路が得られる。なお、点７０１はこの経路の始点であり、点７０２はこの経
路の終点である。以降、「始点」及び「終点」は、各図面の各矢印のこの点を指し示すも
のとして記載する。
【００５４】
　制御部１６０は、タッチパッド１４１が検出した矢印部分に対応する位置座標に基づい
て、矩形領域「５」、「６」、「８」、「９」を特定する。そして、制御部１６０は、そ
の矩形領域に表示される画像部分を補正し、一様に輝度を上げて補正し、補正した画像を
図７（ｃ）に示すように画像表示領域１２１に表示させる。図７（ａ）から図７（ｃ）へ
の変化を見れば分かるように、矩形領域「５」、「６」、「８」、「９」に対応する部分
の画像が輝度が上がり、画像が明るくなっている。
【００５５】
　更に、補正をした場合の画像の変化を図８に示している。図８は、指定した矩形領域を
更に輝度をあげることを示した図である。（ａ）は補正前の画像であり、（ｂ）はユーザ
のなぞった経路を示す図であり、（ｃ）は補正後の画像である。
　図８（ａ）の状態は、図７（ｃ）の状態と同じ状態を示している。図８（ａ）に示すよ
うに画像が補正された後に、更に輝度を上げたいとユーザが思った場合には、もう一度図
８（ｂ）に示した矢印のように、タッチパッド１４１をなぞる。
【００５６】
　タッチパッド１４１はなぞった箇所の座標位置を制御部１６０に出力し、制御部１６０
は、出力された座標位置から、前回の補正と同じ矩形領域「５」、「６」、「８」、「９
」を補正対象とする矩形領域として検出する。そしてなぞりの方向も同じであることを検
出した制御部１６０は、同じ領域部分の輝度を更に上げ、画像表示領域１２１には、図８
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（ｃ）に示すように補正した画像を表示させる。図８（ｃ）を見れば明らかなように、特
定した矩形領域部分、即ち矩形領域「５」、「６」、「８」、「９」に対応する画像部分
が更に明るくなっている。
【００５７】
　また、図８（ｃ）の状態になった時点で、輝度を上げすぎたとユーザが感じた場合のユ
ーザの処理の方法を図９を用いて説明する。図９に示す補正例は、図６のフローチャート
に示した、ステップＳ６０９、Ｓ６１１における処理がなされた場合を示している。
　図９は、輝度を下げる処理の具体例を示している。図９（ａ）は、補正前の画像を示し
ており、図８（ｃ）と同一のものである。図９（ｂ）は、ユーザのなぞった経路を示し、
図９（ｃ）は補正後の画像を示している。
【００５８】
　図９（ａ）の状態の画像を見て、輝度を上げすぎたとユーザが感じた場合には、ユーザ
は、図９（ｂ）のように、今までとは逆方向の逆時計回りに、タッチパッド１４１をなぞ
る。携帯電話機１００は、タッチパッド１４１でユーザのなぞった経路から、矩形領域「
９」、「６」、「５」、「８」をこの順に特定し、前回の補正と一致し、なぞった順序が
逆であることを検出すると、この４つの矩形領域の画像部分の輝度を下げる。
【００５９】
　そして携帯電話機１００の表示部１２０は、図９（ｃ）に示すように、制御部１６０に
より、矩形領域「９」、「６」、「５」、「８」に対応する画像部分の輝度を下げられた
画像を表示する。
　携帯電話機１００は、ユーザの逆向きのなぞりを検出することで輝度を下げることがで
きる。このように携帯電話機１００は、複数の矩形領域を特定し、特定した複数の矩形領
域に対応して表示される画像部分の輝度を上げたり、下げたりなどの補正を実行すること
ができる。
＜補正方法２＞
　補正方法１では、複数の矩形領域を指定していたが、補正方法２では、更に細かく場所
を指定して画像を補正したい場合の補正方法について説明する。
【００６０】
　この場合、ユーザは、まずメニューなどから矩形領域を対象としない補正であることを
指定するか、予め設定しておく。
　そして、タッチパッド１４１は、ユーザがなぞった経路を制御部１６０に出力し、制御
部１６０は、タッチパッド１４１で検出された座標から、画像表示領域１２１の座標変換
を実行する。そして変換された座標位置に対応する画像部分の輝度を変更する。
【００６１】
　では、補正する場所を細かく指定して画像の輝度を変更する場合の携帯電話機１００の
動作について図１０に示したフローチャートに基づいて説明する。
　携帯電話機１００は、表示部１２０に画像を表示させる（ステップＳ１００１）。
　そして、制御部１６０は、ユーザから操作部１４０を介して、矩形領域を指定しない補
正を実行することの指示入力を受け付け、設定する（ステップＳ１００３）。
【００６２】
　制御部１６０は、タッチパッド１４１の検出した座標から、画像表示領域１２１の対応
する座標を算出する（ステップＳ１００５）。本実施の形態においては、タッチパッド１
４１の座標系と、画像表示領域１２１の座標系とは同じ縮尺の座標系を有するので、その
まま１対１の座標の変換ですむ。即ち、同じ座標を画像表示領域１２１にも適用すること
ができる。
【００６３】
　そして制御部１６０は、特定した座標に対応する画像部分の輝度を上げ（ステップＳ１
００７）、補正後の画像を表示部１２０に表示させる。
　では、具体例を用いて、補正方法２の補正による画像の変化を示す。
　図１１は、補正方法１を用いた後に、更に補正方法２による方法を用いて補正した画像
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の変化を示している。図１１（ａ）は補正前の画像を示しており、図９（ｃ）の状態に示
したものと同様の図になっている。図１１（ｂ）は、ユーザのなぞった経路を示しており
、図１１（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【００６４】
　図１１（ａ）に示している画像について更に輝度を上げたいと思ったユーザは、例えば
図１１（ｂ）の矢印で示す場所をなぞったとする。携帯電話機１００のタッチパッド１４
１はユーザのなぞった経路を検出し、その座標を制御部１６０に出力する。制御部１６０
は、出力された座標に対応する画像表示領域１２１の座標を算出する。そして算出した座
標に対応する画像部分の輝度を上げる。
【００６５】
　そして制御部１６０は輝度を上げた画像を図１１（ｃ）に示すように、表示部１２０に
表示させる。図１１（ａ）から図１１（ｃ）への変化をみれば分かるように、ユーザのな
ぞった箇所に対応する部分が明るくなっている。なお、この矩形領域を対象としない補正
について、なぞった箇所に対して、画像の輝度を変更する太さは予め定められているもの
とする。
【００６６】
　この補正方法は、別に矩形領域を対象とした補正をした後でなくてもよい。
　例えば、図１２に示すように最初から矩形領域を指定しない補正を実行してもよい。
　図１２（ａ）は、補正前の画像を示しており、図１２（ｂ）は、ユーザのタッチパッド
１４１へのなぞり操作の経路を示しており、図１２（ｃ）は、補正後の画像を示している
。
【００６７】
　図１２に示すように、携帯電話機１００は、矩形領域を指定した補正を実行した後でな
くても、ユーザが指定した箇所の輝度を変更できる。
＜補正方法３＞
　ここから、更なる補正方法を説明する。
　まず、図１３に示すフローチャートに基づいて、２回目の入力を用いた更なる補正方法
を説明する。
【００６８】
　携帯電話機１００のタッチパッド１４１は、ユーザの入力を検出し、その座標を制御部
１６０に出力する（ステップＳ１３０１）。
　制御部１６０は、タッチパッド１４１から出力された座標を、画像表示領域の座標系に
変換して、補正箇所を特定する（ステップＳ１３０３）。
　ここで制御部１６０は、今回の入力が前回から所定時間内（例えば５秒以内）の入力で
あるかどうかを検出する（ステップＳ１３０５）。これは、前回補正を実行した時間と今
回入力を受け付けた時間との差分をとり、算出した時間が予め定められた時間内であるか
どうかを判定することにより検出する。
【００６９】
　前回の補正から所定時間内の入力であった場合には（ステップＳ１３０５のＹＥＳ）、
制御部１６０は、特定した補正位置が、前回補正を実行した箇所と略一致するかどうかを
検出する（ステップＳ１３０７）。ここで略一致としているのは、入力を実行する人間は
、必ず性格に前回と同じ軌跡を描くことはできないためであり、前回と今回の経路の差分
が所定範囲内であるかどうかを検出する。この所定範囲内は、予め実測などして実用に耐
える所定範囲を決定する。
【００７０】
　特定した補正位置が、前回補正を実行した箇所と略一致する場合には（ステップＳ１３
０７のＹＥＳ）、なぞった方向が前回と逆方向であるかどうかを検出する（ステップＳ１
３０９）。これは座標がポインティングされていく経路が前回と同一の順序で検出される
かどうかで判断する。
　そして、制御部１６０はなぞり方向が逆向きであると判定した場合に（ステップＳ１３
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０９のＹＥＳ）、制御部１６０は、特定した矩形領域に対応する画像部分の輝度を下げる
。
【００７１】
　ステップＳ１３０７において、制御部１６０が、特定した補正位置が前回の補正位置と
一致しないと判定した場合に（ステップＳ１３０７のＮＯ）、制御部１６０は、今回の補
正位置の始点と、前回の補正位置の始点とが略一致するかどうかを判定する（ステップＳ
１３０８）。これは、前回の始点の位置座標と、今回の始点の位置座標から算出される２
点間の距離が所定距離内であるかどうかにより判定する。
【００７２】
　２つの始点が略一致すると判定した場合に（ステップＳ１３０８のＹＥＳ）、制御部１
６０は、補正した範囲を、前回の補正位置の終点から今回の補正位置の終点方向に向けて
補正範囲を広げるように、広げた範囲の画像部分の輝度を上げる（ステップＳ１３１２）
。
　前回の補正から所定時間内の入力でなかった場合（ステップＳ１３０５のＮＯ）や、前
回の補正位置の始点と、今回の補正位置の始点とが略一致しなかった場合（ステップ１３
０８のＮＯ）には、制御部１６０は、特定した補正位置に対応する画像部分の輝度を上げ
る（ステップＳ１３１３）。
【００７３】
　では、ここから、図１３のフローチャートに示した動作を携帯電話機１００が実行する
ことにより行われる各補正の内容について、具体例を用いて説明する。
　図１４は、矩形領域を指定せずに画像の補正を行った場合の変化例を示しており、一度
補正を行った後に更に明るく補正する場合の例を示している。
　図１４（ａ）は、補正前の画像を示しており、図１４（ｂ）は、タッチパッド１４１に
対して入力されたユーザのなぞった経路を示しており、図１４（ｃ）は補正後の画像を示
している。
【００７４】
　画像表示領域１２１に図１４（ａ）に示される画像が表示されている状態で、ユーザが
この画像を明るくしたいと思ったときに、ユーザは、メニュー設定により、矩形領域を指
定しない補正に設定する。そして、ユーザは、タッチパッド１４１を図１４（ｂ）の矢印
に示すようになぞったとする。携帯電話機１００は、このなぞった経路を検出すると、こ
の部分に対応する画像表示領域の位置を特定し、そこに対応する画像部分の輝度を上げて
、図１４（ｃ）に示すように表示する。図１４（ａ）から図１４（ｃ）への変化を見れば
分かるように、ユーザのなぞった部分に対応する箇所の画像部分の輝度が上がり、更に明
るくなっている。
【００７５】
　ここで、明るくなりすぎたとユーザが感じた場合の操作と、携帯電話機１００の動作に
より行われる補正の具体例を図１５を用いて説明する。
　図１５（ａ）は、図１４（ｃ）と同一の画像であるが、この画像を見てユーザが明るく
しすぎたと感じた場合に、ユーザはタッチパッド１４１の前回なぞった箇所と略同一の箇
所を逆向きに図１５（ｂ）の矢印に示すようになぞる。
【００７６】
　携帯電話機１００のタッチパッド１４１は、図１５（ｂ）の矢印で示される位置を検出
し、制御部１６０は、当該位置に対応する画像表示領域の位置を特定する。
　そして制御部１６０は、特定した位置に表示されている画像部分の輝度を下げて、補正
後の画像を図１５（ｃ）に示すように表示部１２０に表示させる。図１５（ａ）から、図
１５（ｃ）への変化を見れば分かるように、ユーザのなぞった箇所に対応する部分の画像
の輝度が下げられて暗くなっている。
【００７７】
　次に、図１３のフローチャートのステップＳ１３１２における補正の具体例について図
１６を用いて説明する。
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　図１６（ａ）は、補正前の画像を示しており、図１２（ｃ）に示す画像と同じ画像であ
り、一度輝度を上げた後の画像である。
　この補正により更に補正範囲を広げたいと感じたユーザは、図１６（ｂ）に示すように
、図１２（ｂ）に示した位置と、始点をだいたい一致させて、補正範囲を広げたい方向に
向かって図１６（ｂ）に示すようにタッチパッド１４１をなぞる。当該なぞりが、前回の
補正から所定時間内になされたことを検出すると、制御部１６０は、２回目の補正の終点
と前回の補正の始点と終点とに基づいて形成される領域部分の輝度を上げ、表示部１２０
に図１６（ｃ）に示すように表示させる。
【００７８】
　図１６（ａ）から図１６（ｃ）への変化をみればわかるように、ユーザのタッチパッド
１４１を１回目になぞった経路と２回目になぞった経路に囲まれる領域の画像部分の輝度
が変化して明るくなっている。
　このように、１回目のなぞりと２回目のなぞりとを組み合わせることで、更なる補正を
実行することができる。
＜補正方法４＞
　ここから、別の補正の手法を説明する。補正方法４では、予め定められた矩形領域では
ない領域を指定し、その領域を補正することを示す。
【００７９】
　まず、図１７のフローチャートに基づいて、補正方法４における携帯電話機１００の動
作を説明する。なお、補正方法４の動作は図１０に示したフローチャートのステップＳ１
３０８以降に組み込む動作である。
　携帯電話機１００の制御部１６０検出した補正位置の始点と終点とが略一致するかどう
かを検出する（ステップＳ１７０１）。
【００８０】
　始点と終点とが略一致すると判定した場合に（ステップＳ１７０１のＹＥＳ）、次に制
御部１６０は、タッチパッド１４１が始点と終点以外の座標を検出したかどうかを判定す
る（ステップＳ１７０３）。
　始点と終点以外の点が検出された場合に（ステップＳ１７０３のＹＥＳ）、制御部１６
０は、タッチパッド１４１が検出した点により形成される経路の内側の領域を補正箇所と
して特定し、当該領域に対応する画像部分の輝度を上げる。
【００８１】
　始点と終点以外に検出された点がなかった場合に（ステップＳ１７０３のＮＯ）、所定
時間その点にユーザが接触し続けたかどうかによって、その始点を中心として所定の半径
の円内に対応する画像部分の輝度を上げる（ステップＳ１７０７）。所定の半径は、予め
設計者が携帯電話機１００の記憶部１５０に設定しておく。
　始点と終点が一致していない場合には（ステップＳ１７０１）、図１０に示した場合と
同様に、特定した箇所の輝度を上げる（ステップＳ１７０９）。
【００８２】
　では、図１７に示したフローチャートの動作を実行した場合の画像の補正について図１
８、図１９を参考に具体的に説明する。
　図１８（ａ）は、補正前の画像を示している。そして、図１８（ｂ）は、ユーザがなぞ
った経路を示しており、図１９（ｃ）は、補正後の画像を示している。
　図１８（ｂ）に示すようにタッチパッド１４１をユーザがなぞり、制御部１６０は、そ
の経路を検出し、その経路の始点と終点とが略一致することを検出すると、検出した各点
を検出した順序で結んで形成される領域を特定し、その領域に対応する部分の画像の輝度
を上げる。そして、図１８（ｃ）に示すように、輝度を上げた画像を表示部１２０に表示
させる。
【００８３】
　図１８（ａ）から図１８（ｃ）への変化を見ればわかるように、ユーザがタッチパッド
１４１をなぞった経路で形成される領域内部に対応する画像部分の輝度が上げられている
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。
　図１９には、一点を接触し続けた場合の補正の具体例を示している。
　図１９（ａ）は、補正前の画像を示しており、図１９（ｂ）はユーザの接触位置、図１
９（ｃ）は補正後の画像を示している。
【００８４】
　図１９（ａ）の画像を見て、画像を明るくしたいと判断したユーザは、図１９（ｂ）に
示すように、タッチパッド１４１に点１９００に示される位置に指を接触させ続ける。
　すると、携帯電話機１００の制御部１６０は、その接触位置が移動しないこと、即ち、
始点と終点が一致することを検出する。そして、所定時間以上、ユーザの接触を検出する
と、検出位置に対応する画像部分の輝度を上げる。そして、輝度を上げた画像を、その円
周部がぼやけた感じになるように、図１９（ｃ）に示すように表示部１２０に表示させる
。
【００８５】
　これにより、ユーザがなぞった経路内の領域、例えば、円形の領域の画像の輝度を上げ
ることができる。また、１点を接触し続けるという簡単な操作で、その周辺の画像の輝度
を上げたりもでき、ユーザの所望する任意の位置の画像の輝度を上げることができる。
＜補正方法５＞
　補正方法５においては、ユーザのなぞり速度に応じて補正範囲を変更する構成を示す。
【００８６】
　図２０は、補正方法５における携帯電話機１００の動作を示したフローチャートである
。
　携帯電話機１００の表示部１２０は画像を表示している（ステップＳ２００１）。
　そして、タッチパッド１４１がユーザからの入力を検出すると、制御部１６０は、タッ
チパッド１４１が検出した位置に基づいて、画像の補正を実行する箇所を特定する（ステ
ップＳ２００３）。
【００８７】
　そして、タッチパッド１４１が最初にユーザからの入力のあった座標を始点とし、最後
にユーザがタッチパッド１４１から指を離した座標を終点とした場合に、携帯電話機１０
０は、始点が検出された時間と、終点が検出された時間を記録しておく。そして、始点か
ら終点までの経路の距離を求め、終点が検出された時間から始点が検出された時間の差分
の時間から、ユーザがその経路をなぞった速度を求める（ステップＳ２００５）。以降、
この速度をなぞり速度と記載する。
【００８８】
　制御部１６０は、算出した時間に基づいて、終点側の補正範囲を広げるようにして補正
範囲を特定し、特定した補正範囲に対応する画像部分の輝度を上げる。これは予め、なぞ
り速度に対応して補正範囲をどこまで広げるかの閾値を記憶部１５０に設定しておき、算
出したなぞり速度に対応する長さまで広げることで対応する。
　そして、制御部１６０は、輝度を上げた画像を表示部１２０に表示させる。
【００８９】
　では、具体的にどのような補正を実行するのかを図２１に示した具体例に基づいて説明
する。
　図２１（ａ）～（ｃ）は、補正前の画像を図１２（ａ）に示した画像とした場合におい
て、ユーザが図１２（ｂ）の矢印に示す位置をなぞったときの補正後の画像を示している
。
【００９０】
　図２１（ａ）は、なぞり速度が所定の第１閾値以上であった場合、図２１（ｂ）はなぞ
り速度が所定の第１閾値未満かつ所定の第２閾値以上であった場合、図２１（ｃ）はなぞ
り速度が所定の第２閾値未満であった場合のそれぞれの補正後の画像を示している。
　図２１（ａ）～（ｃ）を見れば分かるように、ユーザが補正したい箇所を早くなぞれば
、図２１（ａ）に示すように補正する範囲は狭くなり、ユーザが補正したい箇所を遅くな
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ぞれば、図２１（ｃ）に示すように補正する箇所は広くなる。
【００９１】
　補正方法５に示すように、携帯電話機１００は、メニューからの入力などの必要なしに
、なぞり速度を変化させるだけで、補正範囲を変更することができる。
＜補正方法６＞
　次に、補正方法６においては、２回のなぞりにより領域をユーザが決定し、その領域を
補正することを示す。
【００９２】
　図２２は、補正方法６における携帯電話機１００の動作を示したフローチャートである
。
　図２２に示す携帯電話機１００の動作は、図１３に示したフローチャートのステップＳ
１３０８において、制御部１６０が始点が略一致しないと判定した場合の動作なので、ス
テップＳ１３０８を基点として記載した。本動作においては、補正方法６の特徴部分にて
説明し、前段において説明した部分については説明を割愛する。
【００９３】
　２回目のなぞりと１回目のなぞりの始点が略一致していない（ステップＳ１３０８のＮ
Ｏ）と判定した制御部１６０は、１回目のなぞりと２回目のなぞりとが交差するかどうか
を判定する（ステップＳ２２０１）。これは、１回目のなぞりにより形成される線分と、
２回目の形成される線分の座標基づいて算出することができる。
　制御部１６０は、１回目のなぞりと２回目のなぞりとが交差すると判定した場合に（ス
テップＳ２２０１のＹＥＳ）、１回目のなぞりと２回目のなぞりの交点、１回目のなぞり
の終点、２回目のなぞりの終点の３点を頂点とする平行四辺形に対応する領域を特定する
（ステップＳ２２０３）。
【００９４】
　制御部１６０は、並行四辺形に対応する領域を特定すると、当該平行四辺形に対応する
画像部分の輝度を上げる（ステップＳ２２０５）。そして、制御部１６０は、輝度を上げ
た画像を表示部１２０に表示させる。
　なお、制御部１６０は、１回目のなぞりと２回目のなぞりとが交差しないと判定した場
合には、２回目のなぞりで特定した補正位置に対応する画像部分の輝度を上げる（ステッ
プＳ１３１３）。
【００９５】
　では、補正方法６における補正方法の具体例を図２３を用いて説明する。
　図２３（ａ）は、補正前の画像を示し、図２３（ｂ）は、１回目と２回目のユーザのな
ぞり操作を示しており、図２３（ｃ）は、補正後の画像を示している。
　図２３（ｂ）の矢印に示すように、ユーザが所定時間内に２回のなぞり操作を実行した
とする。するとタッチパッドをそのなぞった座標位置を制御部１６０に出力し、その座標
位置に基づいて、制御部１６０は１回目のなぞりと２回目のなぞりとが交差することを検
出する。すると、制御部１６０は、２回のなぞりの交点２３００の位置座標を算出する。
【００９６】
　そして、制御部１６０は、１回目のなぞりの終点２３０１と、２回目のなぞりの終点２
３０２、そして交点２３００の３点を頂点とする平行四辺形に対応する領域を算出する。
この平行四辺形を図２３（ｂ）においては点線で示している。
　制御部１６０は特定した平行四辺形に対応する画像部分の輝度を上げ、表示部１２０に
図２３（ｃ）に示すように表示させる。図２３（ｃ）を見れば分かるように、平行四辺形
に対応する部分の画像が明るくなっていることが分かる。
【００９７】
　携帯電話機１００では、このような操作を受け付けることで矩形領域でない領域を特定
し、特定した領域の画像を補正することもできる。
＜補足＞
　上記実施の形態において、本発明の実施の手法について説明してきたが、本発明がこれ
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に限られないことは勿論である。以下、上記実施の形態以外に本発明の思想として含まれ
る各種の変形例について説明する。
（１）本発明は、上記実施の形態において示したＴＶ放送の受信方法であってもよく、ま
た、この受信方法を実現するために携帯電話機に搭載されるコンピュータに読み込まれ実
行されるコンピュータプログラムであってもよい。
【００９８】
　また、本発明は、当該コンピュータプログラムが記憶されたＦＤ（Flexible Disc）、
ＭＤ（Magneto-optical Disc）、ＣＤ（Compact Disc）、ＢＤ（Blu-ray Disc）などの記
録媒体であってもよい。
（２）上記実施の形態においては、画像表示装置の一例として携帯電話機を例に説明して
きたが、本発明は携帯電話機に限るものではない。テンキーがタッチパッドとして機能し
、ディスプレイを有する機器であればよく、例えば、テンキーあるいは、その他のキーの
表面をタッチパッドの検出面として使用できるＰＤＡ（Personal Digital Assistants）
などであってもよい。
（３）上記実施の形態においては、輝度のみを変更する構成を示したが、輝度以外にも、
明度や彩度などを変更することとしてもよい。
【００９９】
　また、輝度を変更する際においても、例えばディスプレイがＲＧＢ出力により画像を表
示する場合には、ＲＧＢのどれか一つ、例えば「Ｒ（Red）」のみの輝度を変更する補正
を実行してもよい。
（４）上記実施の形態において示した補正方法以外にも、以下に示すような補正を実行で
きる構成としてもよい。
【０１００】
　上記実施の形態においては、検出した始点と終点とに基づいて形成される線分に対応す
る画像部分の補正を行ったが、この線分に限定せずに、図２４に示すように、線分の延長
上も補正する箇所としてもよい。図２４（ａ）は、補正前の画像を示し、図２４（ｂ）は
、ユーザのなぞった箇所を示し、図２４（ｃ）は補正後の画像を示している。線分を対象
とした補正であった場合には、図１２（ｃ）のように補正されるが、その延長上も補正範
囲となっていることが図２４（ｃ）から見てとれる。
【０１０１】
　上記実施の形態においては、ユーザのなぞった経路が線分であるとして、説明したが、
ユーザのなぞった経路は実際には完全一直線の線分となることはなく、実際には、図２５
（ｂ）に示すようになぞることになると考えられる。すると携帯電話機１００は、なぞっ
た箇所に基づいて補正する箇所を特定し、図２５（ａ）に示す画像を、図２５（ｃ）に示
すように補正する。なぞった箇所に対応して補正した箇所も湾曲していることが見て取れ
る。
【０１０２】
　また、上記実施の形態においては、なぞった箇所の輝度を均一にあげることとしたが、
なぞった箇所の始点側の輝度が高く、終点側の輝度が低くなるように補正してもよい。具
体的にいうと、図２６（ｃ）に示すように輝度を変更してもよい。図２６（ａ）は補正前
の画像を示しており、図２６（ｂ）はユーザのなぞった箇所を示しており、図２６（ｃ）
は補正後の画像を示している。
【０１０３】
　また、上記補正方法５においては、なぞり速度に応じて、終点側を広くするように補正
範囲を広げて補正する実施例を示したが、これが、始点と終点がわの補正範囲を均一にし
てもよい。図２７はその具体例である。図２７（ａ）は、なぞり速度が所定の第１閾値以
上であった場合、図２７（ｂ）はなぞり速度が所定の第１閾値未満かつ所定の第２閾値以
上であった場合、図２７（ｃ）はなぞり速度が所定の第２閾値未満であった場合のそれぞ
れの補正後の画像を示している。図２１と比較すればわかるように、図２１においては、
なぞり速度が遅くなるにつれ、補正範囲が放射状に広がっていったのに対し、図２７にお
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いては、均一に広くしていることが見て取れる。
（５）上記実施の形態においては、携帯電話機１００は、矩形領域を指定する補正と矩形
領域を指定しない補正の両方の補正を実行できる構成としたが、携帯電話機１００はいず
れか一方のみを実行できる構成としてもよい。いずれか一方のみの補正ができる構成とす
れば、メニューで、矩形領域を指定する補正か、矩形領域を指定しない補正かの選択をし
なくてすむので、補正を実行する際の手間をひとつ軽減できる。
（６）上記実施の形態の補正方法４において示した補正方法においては、１点を所定時間
以上接触し続けた場合に所定半径の円内の領域の画像部分の輝度をあげ、円周部をぼやか
す補正を行ったが、この半径は、予め定めておかずに、接触し続けた時間に応じて、その
半径を長くする構成にしてもよい。こうすると、ユーザはタッチパッドの１点を接触し続
けるだけでユーザの望む範囲にまで、補正範囲を広げることができる。
（７）上記実施の形態の補正方法４において、ユーザがタッチパッド１４１に接触し続け
た時間に応じて、補正の度合い、つまり輝度を上げる度合いを上げていってもよい。こう
することで、ユーザはタッチパッドの１点に接触し続けるだけで、望みの明るさに変更す
ることができる。
（８）上記実施の形態の補正方法５において、時間に応じて、補正範囲を放射状に広げて
輝度を上げる例を示した。図２１においては、３段階に広げる例しか示していないが、こ
の段階は３段階である必要はなく、５段階であってもよい。更には、なぞり速度に応じて
、比例的に補正範囲を広げる構成にしてもよい。
（９）上記実施の形態においては、タッチパッド１４１と画像表示領域１２１の座標系の
縮尺がともに一致し、タッチパッド１４１で検出された座標は、そのまま画像表示領域１
２１として使用できる場合について説明した。しかし、異なる縮尺の座標系を有していた
場合には、その比率に基づいてタッチパッド１４１で検出された座標から、画像表示領域
１２１の対応する座標を算出する座標変換を実行する必要がある。
（１０）上記実施の形態においては、ユーザのなぞった経路に基づいて、矩形領域を特定
したが、複数の矩形領域を特定する方法としては、以下のような手法を用いてもよい。
【０１０４】
　ユーザがタッチパッド１４１の１点に接触し、その１点を中心とする所定半径の円を想
定する。そして、制御部１６０は、この円と重複する複数の矩形領域を特定し、特定した
矩形領域の画像の輝度を変更することとしてもよい。
（１１）上記実施の形態においては、タッチパッド１４１からユーザの指が離れない間を
一度のなぞりと定義し、その経路に対応する部分の画像の補正を行ったが、この経路を特
定するにあたり、以下のような手法により、経路を特定してもよい。
【０１０５】
　即ち、ユーザがタッチパッド１４１の第１の点をポイントし、すぐに指を離す。そして
所定時間内に次の第２の点に接触した場合に、制御部１６０は、第１の点と第２の点とを
結ぶ線分を補正する範囲と定め、画像の輝度を変更することとしてもよい。
（１２）上記実施の形態において、１回目の入力に対する補正位置と、１回目の入力に続
く２回目の入力に対する補正位置が略一致する場合には、２回目の補正を行う際に、２回
目の入力に対する補正として、２回目の入力に対する補正位置に対応する画像部分の輝度
を変更するのではなく、１回目の入力に対する補正位置に対応する画像部分の輝度を変更
することとしてもよい。
（１３）上記実施の形態の図１９において接触し続けた点を中心とした円状に画像を補正
する例を示したが、これは円でなくともよい。例えば、四角形や、六角形などの形状であ
ってもよい。
（１４）上記実施の形態においては、図５のステップＳ５０９に示すように先に画像の輝
度を上げる構成を示したが、ステップＳ５０９においては輝度を下げ、図６のステップＳ
６１１においては輝度を上げる構成にしてもよい。
（１５）上記実施の形態においては、テンキーに対応する矩形領域を検出する際にタッチ
パッド１４１をなぞることで、矩形領域を指定したが、これはテンキーの押下により特定
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されてもよい。
（１６）上記実施の形態においては特に記載しなかったが、補正方法２以下において、補
正する箇所は、図２などにおいて示した矩形領域とは異なる細かな矩形領域の集合として
特定してもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０６】
　本発明に係る画像表示装置は、配列されたテンキーの表面をタッチパッドの検出面とし
て活用できる携帯電話機に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】携帯電話機１００の機能構成を示した機能ブロック図である。
【図２】携帯電話機１００の外観を示した外観図である。
【図３】座標キー対応表１５１の構成例を示した図である。
【図４】キー領域対応表１５２の構成例を示した図である。
【図５】携帯電話機１００の領域を指定した画像の補正に係る動作を示したフローチャー
トである。
【図６】携帯電話機１００の領域を指定した2回目以降の画像の補正に係る動作を示した
フローチャートである。
【図７】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ）
は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図８】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ）
は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図９】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ）
は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図１０】矩形領域を指定しない場合の画像の補正にかかる携帯電話機の動作を示したフ
ローチャートである。
【図１１】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図１２】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図１３】１回目の入力があった後に、２回目の入力が１回目の入力と関係して、補正す
る領域を特定するための携帯電話機１００の動作を示したフローチャートである。
【図１４】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図１５】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図１６】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図１７】領域をユーザが任意に指定する場合の補正に係る携帯電話機１００の動作を示
したフローチャートである。
【図１８】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図１９】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図２０】ユーザがタッチパッド１４１に対して入力に要した時間に応じて補正する範囲
を変更する際の携帯電話機１００の動作を示したフローチャートである。
【図２１】ユーザのなぞった速度に応じた補正後の画像の変化例を示す図であり、図２７
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）の順にユーザのなぞり速度が遅くなった補正後の画像である。
【図２２】１回目の入力と２回目の入力が交差する場合の補正範囲を決定する際の携帯電
話機１００の動作を示したフローチャートである。
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【図２３】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図２４】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図２５】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図２６】画像の補正による変化を示す図である。（ａ）は、補正前の画像を示し、（ｂ
）は、ユーザのタッチパッドへの操作を示し、（ｃ）は、補正後の画像を示している。
【図２７】ユーザのなぞった速度に応じた補正後の画像の変化例を示す図であり、図２７
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）の順にユーザのなぞり速度が遅くなった補正後の画像である。
【符号の説明】
【０１０８】
１００　携帯電話機
１１０　通信部
１１１　アンテナ
１２０　表示部
１３０　音声処理部
１３１　スピーカ
１３２　マイク
１４０　操作部
１４１　タッチパッド
１５０　記憶部
１５１　座標キー対応表
１５２　キー領域対応表
１６０　制御部
１６１　領域特定部
１６２　補正方法特定部
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